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本稿は、マリアンネ・ヴェーバー（Marianne Weber, 1870－1954）の1907年の著作『法発展に





































































5）マックス・ヴェーバーは妻の関わった女性運動に大きな関心を寄せていた。Cf., MWGⅡ/5 : S. 3. Weber




































6） Weber［1948］: S. 42.
7） Krüger［2001］: S. 66.  田村［1998］: 133頁。
8） Krüger［2001］: S. 68.



















































































































































［1907］: S. IV）。執筆過程については、例えば1906年 7月 5日付マックス・ヴェーバーからヘレーネ・ヴェー
バー宛の手紙（MWGⅡ/5 : S. 104）、1907年 1 月24日付マックス・ヴェーバーからロベルト・ミヘルス宛
の手紙（MWGⅡ/5 : S. 224）を参照。また夫妻の共同作業があるとすればこの本であるとも言われてい
る（Krüger［2001］: S. 102）。
31）Weber［1948］: S. 234－235.



















































































た、家族法制定のための財産制調査に関する詳しいデータは、民法典編纂委員会の Anlagen zu den











































































































































































62）Max Weber［1972］: S. 212＝「経済と社会集団」554頁。Max Weber［1972］: S. 412－414＝『法社会学』
164－168頁。Max Weber［1924］: S. 57－59＝邦訳129－136頁も参照。
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